
文化部活動の方針（概要版）  

 

１．本方針策定の趣旨等 

・広島県教育委員会が令和元年６月に策定した「文化部活動の方針」を参考にし、本方

針を策定する。 

・その際、義務教育である中学校段階及び高等学校段階の生徒にとって望ましい部活動

の実施環境を構築するという観点に立ち、文化部活動が以下の点を重視して、地域、

学校、分野、活動目的等に応じた多様な形で最適に実施されることを目指すこととす

る。 

■ 知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育む、「日本型学校教育」の意義を踏ま

え、生涯にわたって学び、芸術文化等の活動に親しみ、多様な表現や鑑賞の活動を通し

て、豊かな心や創造性の涵養を目指した教育の充実に努めるとともに、バランスの取れ

た心身の成長と学校生活を送ることができるようにすること 

■ 生徒の自主的、自発的な参加により行われ、学校教育の一環として教育課程との関連

を図り、合理的でかつ効率的・効果的に取り組むこととし、各学校においては、生徒の

自主性・自発性を尊重し、部活動への全員参加を原則としている学校にあっても、生徒

個々の状況を踏まえ、活動を強制したりすることがないよう、留意すること 

■ 学校全体として文化部活動の指導・運営に係る体制を構築すること 

■ 文化部活動の多様性に留意し、可能な限り、生徒の多様なニーズに応じた活動が行わ

れるよう、実施形態などの工夫を図ること 

 

２．本方針の内容 

（１） 適切な運営のための体制整備 

（２）合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組 

（３）適切な休養日等の設定 

（４）生徒のニーズを踏まえた環境の整備 

（５）学校単位で参加する大会等の見直し 

 

３．休養日及び活動時間の基準 

 学期中 長期休業中 

休養日 週２日（平日１日及び土日のいず

れか）以上の休養日を設ける。（平日

は定時退校日と併せて休養日を設け

るとともに、週末に大会参加等で活

動した場合は、休養日を他の日に振

り替える。） 

学期中に準じた扱いを行う。また、生

徒が十分な休養を取ることができるとと

もに、文化部活動以外にも多様な活動を

行うことができるよう、ある程度長期の

休養期間（オフシーズン）を設ける。 

活動時間 １日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の休業日（学期中の週

末を含む）は３時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果

的な活動を行う。 

 


